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全
面
断
水
を

　
　
防
ぐ
た
め
節
水
に
ご
協
力
を

　
年
末
か
ら
の
連
続
的
寒
波
に
よ
り
、

上
水
道
の
水
源
井
戸
が
異
常
な
水
位

低
下
と
な
り
、
揚
水
量
が
昨
年
の
二

十
五
％
も
少
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
城
之
古
の
二
つ
の
井
戸
の

水
位
が
さ
が
っ
て
お
り
、
昨
年
掘
削

し
た
第
六
水
源
か
ら
も
日
量
千
五
百

立
方
灯
の
取
水
を
し
て
補
給
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
冬
は
平
常
の
四
十

～
五
十
％
も
多
く
使
用
さ
れ
る
た
め
、

水
不
足
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

全
面
断
水
も
時
問
の
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
隣
り
の
市
で
は
、
一
日
十

一
時
間
の
断
水
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
し
な
い
よ
う
つ

ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
雪
消
し
に
は
水
道
水
を
絶
対

　
使
わ
な
い

　
水
道
の
水
は
飲
料
水
が
主
体
で
す
。

使
い
す
ぎ
る
と
飲
み
水
が
な
く
な
り

ま
す
。

　
凍
結
防
止
の
タ
ラ
タ
ラ
出
し
も

　
や
め
て
く
だ
さ
い

　
市
の
水
道
管
は
ポ
リ
管
で
す
の
で
、

凍
っ
て
破
裂
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
凍
る
の
は
、
蛇
口
（
金
属

部
分
）
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
の
で
、

凍
っ
た
ら
早
め
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

れ
ば
と
け
ま
す
。

　
も
し
、
ひ
ど
く
な
っ
て
手
に
お
え

な
い
と
き
は
、
水
道
課
か
水
道
工
事

店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ム
ダ
水
は
流
さ
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
市
の
水
源
は
井
戸
で
す
。

ポ
ン
プ
の
能
力
が
あ
っ
て
も
井
戸
が

枯
れ
れ
ば
、
飲
料
水
は
す
ぐ
に
は
つ

く
れ
ま
せ
ん
。

　
※
凍
結
防
止
の
上
手
な
方
法

　
箸
の
太
さ
ほ
ど
に
し
て
出
し
放
し

に
し
ま
す
と
一
晩
に
四
千
錫
も
の
水

が
出
ま
す
し
、
蛇
口
に
キ
ズ
が
つ
き

不
経
済
で
す
。
夜
中
に
一
度
か
二
度

バ
ケ
ツ
に
一
杯
位
の
水
を
出
し
、
管

の
中
の
水
を
動
か
し
て
や
る
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。

豪
雪
写
真
を

　
市
民
ホ
ー
ル
に
展
示

　
市
役
所
雪
害
対
策
室
及
び
豪
雪
災

害
対
策
本
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
昭

和
五
十
二
年
一
月
豪
雪
の
写
真
を
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た

の
で
、
市
役
所
へ
お
い
で
の
際
は
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
名

月
　
日

受
付
時
間

会
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
　
　
児

日
日
　
　
　
火
火

ま
丁
　
　
　
　
　
一
一
一
両

2
月
1
5
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

十
　
日
　
町

公
　
民
　
館

51

年
4
月
1
日
～

6
月
3
0
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
も
の

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の
相
談

育
児
学
級

並
び
に
4
カ

月
児
検
診

2
月
1
7
日

　
（
木
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

51
年
1
0
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

身
体
測
定
、
内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

2
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

48

年
8
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

3
歳
6
カ
月
児
を
対
象
。

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い
o

みんなで防ごう

　脳卒中

ii馨ii鱗i蝶…

◇寒さとか急激な温度の変化

　の中に体をさらすことはよ

　くない

◇バランスのとれた食事をし

　ょう

庭野医院（神明町）6日（日）

奮2－2711番

中条病院（北原）11日（金）

魯7－3018番

大　島　医　院（川原町）13日（日）

（（

曾2－2957番

至誠堂医院（西浦東）20日（日）

魯2－3276番

十日町病院（高田町三南）27日（日）

魯7－5566番

◇ふとることは危険

ベルトが伸びれば命がちぢむ

　、3・とるということは、だい

たい脂肪ぶとりです。

　その体に、血液を送るため

には、心臓がよほどの強い力
で血液を押し出さなければな
りませんが、これが高血庄で

心筋は疲れ、っいには、体全
体がくたびれてしまいます。

（身長一100）×0．9の前後1割

一標準体重

講勤）集団檎診に競・て

　昭和51年度胃集団検診を申し込まれ

た方の中で、通知した検診日に都合で

検診できなかった人が多数いました・

このため、検診できなかった人を対象

に、3月検診を実施しますので、該当

者は、市保健課（曾7－3111番）へ2月10

日までにご連絡ください。連絡のあっ

た方には、実施日時等記入した個人通

知書を送付します・

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　　一∫｝÷ム’／　　　ケンむノ

とお』噛向墜

2／25
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今
冬
の
異
常
豪
雪
で
、
全
層
な
だ

れ
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
雪
害
対
策
室
及
び
市
豪
雪
災
害

対
策
本
部
で
は
、
市
内
山
間
集
落
の

な
だ
れ
危
険
カ
所
や
道
路
状
況
等
を

　　　　　　織　　　撒鑓1嚢

　　　　　　2月15目現在

人的被害

　重傷2名　軽傷6名
　屋根雪除雪の際、屋根か

　ら転落したもの。

建物被害

　全壊2棟、一部損壊5棟
　特に空屋等の被害が多く

　なっています。

浸水被害

　床上浸水9戸、床下浸水

　8戸。浸水被害は、この

　ほか相当数ある模様。

農用施設被害

　ビニールハウス　80α

は
握
す
る
た
め
、
去
る
二
月
十
六
、

十
七
日
の
両
日
、
山
間
集
落
の
査
察

を
行
い
ま
し
た
。

　
査
察
は
、
六
班
編
成
で
行
わ
れ
、

特
に
な
だ
れ
危
険
カ
所
の
は
握
と
必

　
　
水
の

　
　
浸
こ
。
　
α
円
　
円
㎜

　
　
下
、
様
　
8
0
万
　
万
一

　
　
床
は
模
　
　
OO
㎡
8
0
…

。
　
、
害
る
　
ス
肥
9
0
約
…

　
　
戸
被
あ
　
　
ウ
糸

　
　
9
水
数
害
ハ
　
ス

　
　
水
浸
当
被
ル
　
ゥ

　
　
　
　
。
相
設
一
　
ハ

っ
被
上
戸
か
施
二
　
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育

　
浸
　
　
　
　
農

要
な
指
示
、
道
路
状
況
、
公
共
施
設

の
除
雪
状
況
、
保
護
世
帯
等
の
状
況
、

医
療
関
係
、
生
活
物
資
の
確
保
状
況

な
ど
が
詳
細
に
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
間
集
落
を
対
象
に
行
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
だ
れ
査
察
2
月
1
6
日
東
枯
木
又
地
内
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5
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＝
＝
。
＝
：
＝
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3
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：
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■
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＝
＝
：
＝
3
2
：
■
：
＝
■
＝
：
：
＝
・
：
3
．
＝
：
＝
＝
．
＝
●
3
言
●
O
＝
■
＝
■
霊
・
＝
＝
■
3
＝
：
＝
3
・
2
5
●
■
：
＝
9
：
。
＝
＝
0
2
＝
．
3
＝
。
3
3
●
＝
＝
：
＝
＝
；
・
＝
3
。
：
3
＝
＝
。
＝
＝
一
＝
＝
．
＝
＝
＝
＝
・
＝
＝
＝
・
＝
書
＝
3
。
＝
3

な
だ
れ
危
険
ヵ
所
は
市
内
で
約
八
十

ヵ
所
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
な
だ
れ
危

険
カ
所
の
あ
る
部
落
及
び
通
行
人
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
、
な
だ
れ
事

故
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
■
「
ナ
ダ
レ
注
意
」
の
標
識
の
立

て
て
あ
る
所
は
、
特
に
注
意
し
て
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
各
部
落
と
も
危
険
カ
所
の
監
視

を
強
め
、
危
険
を
発
見
し
た
場
合
は
、

嘱
託
員
を
通
じ
て
地
域
の
人
達
に
周

知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
部

落
で
雪
庇
を
排
除
す
る
な
ど
事
故
の

未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
カ
所
で
迂
回
路
可
能
の
所

は
、
迂
回
路
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

　プロパンガス・燃料タング

弼黒難勲慈熱、、

　最近県内各地で雪によるプロパンガスの

爆発事故や、燃料タンクの配管破損事故が

発生しています。

特に圧雪のため、屋外に設置した燃料タンク

の配管が破損したり、調整器とプロパンガ

スボンベの接続部分がおれたり、ホースが

はずれ床下にガスが溜り、引火爆発すると

いう事故が発生しています。幸い市内には、

プロパンガスの爆発事故は1件もありませ

んが、今後とも各家庭におかれては、プロ

パンガスボンベや、燃料タンク等に直接雪

の重みがかからないようにするなど、施設

の管理点検に十分ご注意ください。

■ボンベの周囲は、常時除雪しておく。特

　に、除雪の際、容器バルブ、調整器、

　ホース、ガスメーター、配管等に衝撃を

　与えないよう注意してください。

■屋外に設置してある燃料タンクの周囲は

　常時除雪しておく。

■屋根の雪おろし中はもちろん、雪おろし

　後は、特に注意してください。また、万

　一、ガスもれのあったときは、火気を消

　しボンベのバルブを締め、販売店に連絡

　してください。

　就寝、外出時には、コック、元栓を必ず

　締めること。

■調整器が凍結し、立ち消え事故が起きな

　いために、調整器をポリエチレン袋など

　で覆うようにしてください。

■これから暖気になりますと、雪の重みで

　配管、調整器、ホース等が破損すること

　がありますので、ご注意ください。
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屋
根
の
雪
お
ろ
し
等
で
転
落

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　
異
常
降
雪
の
た
め
、
す
で
に
何
回

か
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
行
わ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
、
屋
根
の

雪
お
ろ
し
の
際
の
転
落
事
故
が
八
件

発
生
し
ま
し
た
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

屋
根
か
ら
セ
リ
出
し
た
雪
の
か
た
ま

り
が
落
ち
て
き
て
、
歩
行
者
が
ケ
ガ

を
す
る
と
い
う
事
故
が
県
内
で
起
き

て
い
ま
す
。
屋
根
雪
が
セ
リ
出
し
て

通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
と
に
を
等
　
　
対
た
通

　
　
　
　
雪
雪
七
～
合
　
害
っ
交

　今冬の十日町地方は、戦後2番目の異状豪

いわれ、去る2月3日、本市ほか21市町村に豪

よる災害救助法（指定観測所平均積雪深が200

超え、累年平均最大積雪深の1．3倍に達した場

に適用）が適用されました。

　市では、昨年12月1日、市役所小会議室に雪

策室を設置、さらに冬期間最も降雪量の多か

1月6日に豪雪災害対策本部を設置し、道路

の確保と市民生活の安全に対処してきました

　ことしの雪は、断え間なく長い日数をかけ

り続いたため、積雪は次第に高さを増し、地

民のくらしと生命をおびやかし始めているた

去る2月3日、国の災害救助法が発動された

です。この救助法の適用（適用期間は2月2
ら11日までの10日間）によって、自らの資力

力のない生活保護世帯、母子、老人、心身障

等の屋根の雪おろしが国、県の経費で行われ

とになり、本市の災害救助法適用による援護

は192世帯にのぼりました。

る
カ
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
　
危
険
で

す
か
ら
、
早
め
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
は
お
早
め
に

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
と
し

も
す
で
に
七
棟
が
全
半
壊
す
る
な
ど

の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
特
に
雪
お

ろ
し
は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に

雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
、

　
降
住
、
の
か
労
者
こ
帯

。
て
域
め
も
日
や
害
る
世

　
　
　
、
る
れ
月
資
身
わ
援

ま
を
し
い
さ
2
の
心
行
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
で
よ

　
い
さ
始
が
期
、
老
経
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
の
適

寸

町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う
日
を

定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役
所
雪

害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路
側
へ

積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線
ま
た

は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
し
な
じ
ら
ひ
　
メ
い
　

　
、
・
、
　
　
　
，

構遷，

…

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
が
“
火
”
の
元
点
検
に

心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぎ
ま
し

よ
》
り
o

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ょ
う

　
相
変
ら
ず
市
内
で
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
家
庭
、

職
場
等
市
民
総
ぐ
る
み
で
つ
ぎ
の
こ

と
を
厳
守
し
て
飲
酒
運
転
を
追
放
し

よ
う
。

□
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

口
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い

口
運
転
す
る
と
き
は
、
酒
を
の
ま
な
い

酒
酔
い
運
転
違
反
者
名

　
冬
の
交
通
安
全
運
動
期
間
（
十
二

月
十
一
日
～
一
月
十
日
）
中
の
十
日

町
警
察
署
発
表
の
酒
酔
い
運
転
違
反

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

長
谷
川
仁
（
下
条
下
組
五
一
二
）

吉
田
隆
（
城
之
古
一
、
一
〇
八
の
一
）

　
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
し
た
も
の

二
十
一
一
件
。

　
■
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
、
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
等

の
た
め
、
消
火
栓
へ
二
四
九
）
や
防
火

水
槽
（
三
〇
八
ヵ
所
）
が
埋
ま
っ
て

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
路
上
駐
車
の

た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な

い
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駐
車
の

際
は
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ

　
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
、
道
路
側
溝
の

流
雪
使
用
は
、
溢
水
や
住
宅
浸
水
事

故
を
引
き
お
こ
し
ま
す
。
使
用
の
際

は
下
流
の
こ
と
を
考
え
、
正
し
く
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
三
月
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
四
日
町
第
一
の
一

部
、
四
日
町
第
二
、
四
日
町
第
三
の
一

部
▽
三
月
十
八
日
（
金
）
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
六
の
一
部
、
本
町

七
の
一
部
▽
三
月
二
十
五
日
（
金
）
午

前
八
時
半
～
正
午
ま
で
　
高
田
町
五

丁
目
の
一
部
▽
三
月
二
十
九
日
（
火
）

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
八
幡
田
の

　
一
部
、
西
本
町
の
一
部
、
稲
荷
町
三

丁
目
西
の
一
部
。
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飲酒運転による交通事故は

　　見舞金が支払われません

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
、
あ
な

た
や
、
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ

て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
万
一
の

事
故
に
備
え
て
、
一
日
一
円
の
安
い

掛
金
で
、
お
互
い
が
助
け
合
う
た
め

の
交
通
災
害
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
五
十
二
年

度
の
加
入
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
加
入
し
て
い
る
人
も
共
済
期

間
が
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
で
終

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
も
引

続
い
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
い
ま
老
人
や
子
供
の
事
故
も
ふ
え

て
い
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
で
加
入

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

　
、
会
員
の
資
犠

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

そ
の
後
、
市
外
に
住
所
を
移
し
て
も

そ
の
資
格
は
失
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
会
費
（
掛
金
〉

　
　
一
人
年
額
三
百
五
十
円

大
人
も
子
供
も
同
額
で
一
人
一
口
の

み
、
四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る
場

合
も
同
額
で
す
。

二
重
加
入
し
て
も
返
金
し
ま
せ
ん
。

　
叢
漬
期
擁

　
敏
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
二
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
四
月
一
日

以
後
に
中
途
加
入
し
た
場
合
は
、
会

費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
三
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
共
済

期
間
を
四
月
一
日
か
ら
有
効
と
す
る

た
め
に
、
三
月
中
に
申
込
み
（
会
費

納
入
）
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
み
方
法
は
・
・
．

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
そ
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

0り

加
入
申
込
書
の
記
載

　
新
規
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
一

年
度
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
）

　
加
入
申
込
書
（
新
規
）
に
加
入
者

名
等
必
要
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
同
時
配
布
の
青
刷
チ
ラ
シ
に
記

載
例
が
あ
り
ま
す
。

　
継
続
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
一

年
度
に
加
入
し
て
い
た
世
帯
）

　
加
入
申
込
書
（
昭
和
五
十
一
年
度

の
加
入
者
を
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て

あ
る
の
で
、
継
続
し
て
加
入
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
）
を
照
合
し
、
死
亡
、

転
出
等
は
消
除
し
、
出
生
・
転
入
、

又
は
前
年
度
未
加
入
だ
っ
た
人
等
の

新
規
加
入
者
は
、
追
加
記
入
す
る
。

氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
等
に
間
違

い
が
あ
っ
た
ら
訂
正
ね
が
い
ま
す
。

＠
加
入
申
込
（
会
費
払
込
）
先

O
嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま

と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。

○
取
り
ま
と
め
し
な
い
町
内
は
、

直
接
市
役
所
（
環
境
課
交
通
安
全
係
）

へ
。
O
市
農
協
各
支
所
、
市
内
各
銀
行
（
労

金
を
除
く
）
で
も
受
付
け
ま
す
。

会
費
領
収
事
務
手
続
が
済
み
し
だ

い
会
員
証
を
作
成
し
、
各
町
内
の
嘱

託
員
を
通
じ
五
月
頃
お
届
け
し
ま
す
。

qり

歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
。

＠
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
耕

耗
機
、
汽
車
、
電
車
等
の
運
行
中
の

人
身
事
故
。
（
衝
突
、
つ
い
落
、
転
ぷ

く
、
接
触
等
）

⑲
い
わ
ゆ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死

亡
、
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
日
本

国
内
に
お
け
る
事
故
。

⇔
航
空
機
や
船
舶
の
事
故
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

の
説
明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員

証
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
交
通
安

全
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内

で
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
よ
り
引
上
げ
ら

れ
、
死
亡
の
場
合
の
七
十
万
円
を
最

高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り
九
等
級

の
一
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

（
青
刷
チ
ラ
シ
に
詳
し
く
載
っ
て
い

ま
す
◎
）

㈲
無
免
許
又
は
飲
酒
（
酒
猟
お
び
）

運
転
に
よ
る
場
合
の
運
転
者
及
び
同

乗
者
。

＠
加
入
者
又
は
見
舞
金
受
取
人
に
な

る
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に

よ
る
場
合
。

り
大
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合
。

⑭
競
馬
、
競
輪
の
競
技
中
及
び
サ
ー

キ
ッ
ト
に
お
い
て
走
行
中
の
場
合
。

痢
そ
の
他

○
事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
場
合
。

○
病
院
で
治
療
し
た
日
が
七
日
未
満

の
場
合
。
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屋
根
の
雪
お
ろ
し
等
で
転
落

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

　
異
常
降
雪
の
た
め
、
す
で
に
何
回

か
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
行
わ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
、
屋
根
の

雪
お
ろ
し
の
際
の
転
落
事
故
が
八
件

発
生
し
ま
し
た
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

屋
根
か
ら
セ
リ
出
し
た
雪
の
か
た
ま

り
が
落
ち
て
き
て
、
歩
行
者
が
ケ
ガ

を
す
る
と
い
う
事
故
が
県
内
で
起
き

て
い
ま
す
。
屋
根
雪
が
セ
リ
出
し
て

通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
と
に
を
等
　
　
対
た
通

　
　
　
　
雪
雪
七
～
合
　
害
っ
交

　今冬の十日町地方は、戦後2番目の異状豪

いわれ、去る2月3日、本市ほか21市町村に豪

よる災害救助法（指定観測所平均積雪深が200

超え、累年平均最大積雪深の1．3倍に達した場

に適用）が適用されました。

　市では、昨年12月1日、市役所小会議室に雪

策室を設置、さらに冬期間最も降雪量の多か

1月6日に豪雪災害対策本部を設置し、道路

の確保と市民生活の安全に対処してきました

　ことしの雪は、断え間なく長い日数をかけ

り続いたため、積雪は次第に高さを増し、地

民のくらしと生命をおびやかし始めているた

去る2月3日、国の災害救助法が発動された

です。この救助法の適用（適用期間は2月2
ら11日までの10日間）によって、自らの資力

力のない生活保護世帯、母子、老人、心身障

等の屋根の雪おろしが国、県の経費で行われ

とになり、本市の災害救助法適用による援護

は192世帯にのぼりました。

る
カ
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
　
危
険
で

す
か
ら
、
早
め
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
は
お
早
め
に

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
と
し

も
す
で
に
七
棟
が
全
半
壊
す
る
な
ど

の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
特
に
雪
お

ろ
し
は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に

雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
、

　
降
住
、
の
か
労
者
こ
帯

。
て
域
め
も
日
や
害
る
世

　
　
　
、
る
れ
月
資
身
わ
援

ま
を
し
い
さ
2
の
心
行
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
で
よ

　
い
さ
始
が
期
、
老
経
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
の
適

寸

町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う
日
を

定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役
所
雪

害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路
側
へ

積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線
ま
た

は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
し
な
じ
ら
ひ
　
メ
い
　

　
、
・
、
　
　
　
，

構遷，

…

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
が
“
火
”
の
元
点
検
に

心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぎ
ま
し

よ
》
り
o

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ょ
う

　
相
変
ら
ず
市
内
で
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
家
庭
、

職
場
等
市
民
総
ぐ
る
み
で
つ
ぎ
の
こ

と
を
厳
守
し
て
飲
酒
運
転
を
追
放
し

よ
う
。

□
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

口
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い

口
運
転
す
る
と
き
は
、
酒
を
の
ま
な
い

酒
酔
い
運
転
違
反
者
名

　
冬
の
交
通
安
全
運
動
期
間
（
十
二

月
十
一
日
～
一
月
十
日
）
中
の
十
日

町
警
察
署
発
表
の
酒
酔
い
運
転
違
反

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

長
谷
川
仁
（
下
条
下
組
五
一
二
）

吉
田
隆
（
城
之
古
一
、
一
〇
八
の
一
）

　
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
し
た
も
の

二
十
一
一
件
。

　
■
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
、
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
等

の
た
め
、
消
火
栓
へ
二
四
九
）
や
防
火

水
槽
（
三
〇
八
ヵ
所
）
が
埋
ま
っ
て

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
路
上
駐
車
の

た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な

い
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駐
車
の

際
は
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ

　
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
、
道
路
側
溝
の

流
雪
使
用
は
、
溢
水
や
住
宅
浸
水
事

故
を
引
き
お
こ
し
ま
す
。
使
用
の
際

は
下
流
の
こ
と
を
考
え
、
正
し
く
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
三
月
十
一
日
（
金
）
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
四
日
町
第
一
の
一

部
、
四
日
町
第
二
、
四
日
町
第
三
の
一

部
▽
三
月
十
八
日
（
金
）
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
六
の
一
部
、
本
町

七
の
一
部
▽
三
月
二
十
五
日
（
金
）
午

前
八
時
半
～
正
午
ま
で
　
高
田
町
五

丁
目
の
一
部
▽
三
月
二
十
九
日
（
火
）

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
八
幡
田
の

　
一
部
、
西
本
町
の
一
部
、
稲
荷
町
三

丁
目
西
の
一
部
。
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飲酒運転による交通事故は

　　見舞金が支払われません

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
、
あ
な

た
や
、
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ

て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
万
一
の

事
故
に
備
え
て
、
一
日
一
円
の
安
い

掛
金
で
、
お
互
い
が
助
け
合
う
た
め

の
交
通
災
害
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
五
十
二
年

度
の
加
入
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
加
入
し
て
い
る
人
も
共
済
期

間
が
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
で
終

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
も
引

続
い
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
い
ま
老
人
や
子
供
の
事
故
も
ふ
え

て
い
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
で
加
入

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

　
、
会
員
の
資
犠

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

そ
の
後
、
市
外
に
住
所
を
移
し
て
も

そ
の
資
格
は
失
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
会
費
（
掛
金
〉

　
　
一
人
年
額
三
百
五
十
円

大
人
も
子
供
も
同
額
で
一
人
一
口
の

み
、
四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る
場

合
も
同
額
で
す
。

二
重
加
入
し
て
も
返
金
し
ま
せ
ん
。

　
叢
漬
期
擁

　
敏
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
二
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
四
月
一
日

以
後
に
中
途
加
入
し
た
場
合
は
、
会

費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
三
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
共
済

期
間
を
四
月
一
日
か
ら
有
効
と
す
る

た
め
に
、
三
月
中
に
申
込
み
（
会
費

納
入
）
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
み
方
法
は
・
・
．

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
そ
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

0り

加
入
申
込
書
の
記
載

　
新
規
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
一

年
度
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
）

　
加
入
申
込
書
（
新
規
）
に
加
入
者

名
等
必
要
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
同
時
配
布
の
青
刷
チ
ラ
シ
に
記

載
例
が
あ
り
ま
す
。

　
継
続
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
一

年
度
に
加
入
し
て
い
た
世
帯
）

　
加
入
申
込
書
（
昭
和
五
十
一
年
度

の
加
入
者
を
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て

あ
る
の
で
、
継
続
し
て
加
入
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
）
を
照
合
し
、
死
亡
、

転
出
等
は
消
除
し
、
出
生
・
転
入
、

又
は
前
年
度
未
加
入
だ
っ
た
人
等
の

新
規
加
入
者
は
、
追
加
記
入
す
る
。

氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
等
に
間
違

い
が
あ
っ
た
ら
訂
正
ね
が
い
ま
す
。

＠
加
入
申
込
（
会
費
払
込
）
先

O
嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま

と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。

○
取
り
ま
と
め
し
な
い
町
内
は
、

直
接
市
役
所
（
環
境
課
交
通
安
全
係
）

へ
。
O
市
農
協
各
支
所
、
市
内
各
銀
行
（
労

金
を
除
く
）
で
も
受
付
け
ま
す
。

会
費
領
収
事
務
手
続
が
済
み
し
だ

い
会
員
証
を
作
成
し
、
各
町
内
の
嘱

託
員
を
通
じ
五
月
頃
お
届
け
し
ま
す
。

qり

歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
。

＠
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
耕

耗
機
、
汽
車
、
電
車
等
の
運
行
中
の

人
身
事
故
。
（
衝
突
、
つ
い
落
、
転
ぷ

く
、
接
触
等
）

⑲
い
わ
ゆ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死

亡
、
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
日
本

国
内
に
お
け
る
事
故
。

⇔
航
空
機
や
船
舶
の
事
故
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

の
説
明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員

証
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
交
通
安

全
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内

で
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
よ
り
引
上
げ
ら

れ
、
死
亡
の
場
合
の
七
十
万
円
を
最

高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り
九
等
級

の
一
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

（
青
刷
チ
ラ
シ
に
詳
し
く
載
っ
て
い

ま
す
◎
）

㈲
無
免
許
又
は
飲
酒
（
酒
猟
お
び
）

運
転
に
よ
る
場
合
の
運
転
者
及
び
同

乗
者
。

＠
加
入
者
又
は
見
舞
金
受
取
人
に
な

る
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に

よ
る
場
合
。

り
大
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合
。

⑭
競
馬
、
競
輪
の
競
技
中
及
び
サ
ー

キ
ッ
ト
に
お
い
て
走
行
中
の
場
合
。

痢
そ
の
他

○
事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
場
合
。

○
病
院
で
治
療
し
た
日
が
七
日
未
満

の
場
合
。
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農
業
者
年
金
の
制
度
が
で
き
て
六
年
、
こ
の
間
に
全
国
で
百
二
十
六

万
人
も
の
人
が
加
入
し
ま
し
た
．
さ
ら
に
昭
和
五
十
一
年
一
月
か
ら
は
、

い
よ
い
よ
経
営
移
譲
年
金
の
支
給
が
始
ま
り
ま
し
た
．
こ
う
し
た
中
で
、

こ
の
ほ
ど
法
律
改
正
が
あ
り
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
か
ら
は
大
幅
に
制

度
が
改
善
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
・
四
八
倍
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
年
金
額

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
法
律
改
正
て

二
・
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
経
営

移
譲
年
金
と
農
業
者
老
齢
年
金
の
額

が
、
今
回
さ
タ
、
に
一
・
四
八
倍
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
・
経
営
移
譲
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
等
が
二
十

年
以
上
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
、
自
分
の
農
業
経
営
を

後
継
ぎ
や
他
の
農
家
等
に
譲
れ
ば
そ

の
と
き
か
ら
（
六
十
歳
前
に
譲
っ
た

と
き
は
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
）

も
ら
え
る
こ
と
と
な
る
年
金
で
す
。

　
・
農
業
者
老
齢
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
等
が
二
十

年
以
上
あ
る
人
が
、
経
営
移
譲
す
る

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
六
十
五
歳

か
ら
も
ら
え
る
年
金
で
す
。
な
お
、

こ
の
二
十
年
以
上
と
い
う
期
間
に
つ

い
て
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
当
時
、

六
十
歳
に
な
る
ま
で
二
十
年
以
上
納

め
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
大
正
五

年
～
昭
和
九
年
生
ま
れ
の
人
に
つ
い

て
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
五
～
十
九

年
に
期
間
短
縮
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
年
金
の
計
算
式
（
年
額
）

　
経
営
移
譲
年
金
（
六
十
～
六
十
四

歳
）二
千
六
百
円
×
保
険
料
納
付
済
月
数

　
な
お
、
短
期
被
用
者
年
金
期
間
の

あ
る
人
の
場
合
は
多
少
異
な
り
ま
す
。

　
農
業
者
老
齢
年
金

六
百
五
十
円
x
保
険
料
納
付
済
月
数

経営移譲年金　31，200円

老齢年金39，000円

国民年金306，000円

例1

5年納付の例65畿

経営移譲年金　87，360円

老齢年金218，400円

国民年金660，000円

　　経営移譲年金

　312，000円

60歳

例2

標準的な加入期間の例
（28年間納付）

65襯

　　経営移譲年金

　873，600円

60歳

改
正
後
の
年
金
額

　
年
金
額
の
代
表
的
な
例
は
、
右
の

と
お
り
で
す
。
年
金
額
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の

で
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
業
委
員
会

に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改正後の保険料

保
険
料
の
改
定
－
段
階
的
に

　
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
伴
っ
て
、

年
金
の
も
と
と
な
る
保
険
料
も
引
き

上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
挙
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
農
家

に
と
っ
て
大
幅
な
負
担
増
と
な
り
ま

す
の
で
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
、
昭

和
五
十
二
年
一
月
～
十
二
月
の
保
険

料
は
、
年
金
の
引
き
上
げ
率
と
同
率

（
一
・
四
八
倍
）
の
引
き
上
げ
と
し
、

以
後
二
年
に
わ
た
り
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
定
の
後
継
者
に
つ
い
て

は
、
別
表
の
よ
う
な
軽
減
措
置
が
と

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現行保険料

1カ月1，650円

保　　険　　料　月額（単位円）

52年

1月～12月

53年

1月～12月

54年

1月以降

改
正
後

一般保険者分 2，450 2，870 3，290

特定後継者分 1，750 2，050 2，350

後
継
者
へ
の
移
譲
要
件

の
改
正

　
後
継
ぎ
に
対
す
る
経
営
移
譲
の
場

合
、
自
作
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
所
有
権
を
移
転
（
譲
渡
）
し
な
け

れ
ば
年
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
一
人
の
後
継
ぎ
に

に
限
っ
て
、
全
部
の
所
有
権
を
一
挙

に
移
す
こ
と
が
、
実
際
上
か
な
り
困

難
な
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
適
期
に
経
営
移
譲
を
す
す
め
る

た
め
、
い
ま
ま
で
の
所
有
権
移
転
の

方
式
に
加
え
、
後
継
者
に
対
し
て
使

用
収
益
権
を
設
定
（
経
営
主
が
子
や

孫
に
自
作
地
を
貸
す
こ
と
）
を
し
て

も
、
年
金
が
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ぞ
の
麟
の
鞭
蓬
、

　
離
農
給
付
金
の
引
き
上
げ

　
離
農
給
付
金
の
額
も
年
金
の
額
と

同
じ
、
一
・
四
八
倍
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
高
齢
の
た
め
農
業
者
年
金
に
加

入
で
き
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、

七
十
七
万
円
か
ら
百
十
四
万
円
に
、

そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
は
三
十
三
万

円
か
ら
四
十
九
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員

会
曾
七
ー
三
二
一
番
へ
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
地
を
宅
地
や
工
場
敷
地
な
ど
農

地
以
外
に
転
用
す
る
と
き
は
、
県
知

事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で
転
用
す

る
と
農
地
法
違
反
と
し
て
処
分
を
受

け
ま
す
の
で
、
事
前
に
許
可
を
受
け

て
か
ら
着
工
す
る
こ
と
を
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。
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ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
冬
の
道

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、

凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
や
飲

酒
運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
重
大
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
雪
道
の
運
転
に
は
、
い
く
つ
か
の

障
害
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
つ
ぎ

の
こ
と
に
十
分
留
意
し
、
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
除
雪
し

た
道
路
は
、
通
路
が
狭
ま
く
な
っ
て

お
り
、
車
の
交
差
等
が
交
通
渋
滞
の

原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
カ
i
等
の
運
転
は
、
な
る
べ

く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
重
点
項
目

　
□
飲
酒
運
転
の
防
止
ロ
ス
リ
ッ
プ

事
故
の
防
止
□
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
□
踏
切
事
故
防
止
□
豪
雪
に
対
す

る
安
全
運
転
の
励
行
。

　
雪
道
を
運
転
す
る
車
は
す
べ
り

　
止
め
の
着
用
を

　
積
雪
や
凍
結
の
た
め
、
す
べ
る
お

そ
れ
の
あ
る
道
路
で
車
を
運
転
す
る

と
き
は
、
必
ら
ず
す
べ
り
止
め
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。
路
面
状
態
が
悪

い
と
き
は
、
安
全
の
た
め
、
自
動
二

輪
や
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
を

　
昨
年
、
県
下
で
二
百
七
十
二
件
の

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

ひ
…
～
3
～
●
●
～
●
o
…
の
～
■
■
～
3
～
9
●
～
●
9
…
9
～
3
亀

市
長
賞
に
輝
く
「
羅
生
門
」
（
川
原
町
晒
青
会
）

楽しかった雪まつり
　第28回雪まつりは、天候に恵まれた2月

12、13日の両日、盛大に行われました。

　今年は、最近にない豪雪という悪条件の

中でしたが、昨年を上まわる雪の芸術作品

が製作されるなど、文字どおり市民ぐるみ

の雪まつりとして、2日間延べ33万の人出

でにぎわいました。

の
う
ち
．
六
十
七
件
が
夜
間
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
夜
間
は
、
昼
間
に
く

ら
べ
、
車
か
ら
入
や
障
害
物
が
よ
く

み
え
な
い
た
め
事
故
が
多
発
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
夜
間
の
歩
行
者

は
、
黒
い
服
装
を
避
け
、
明
る
い
服

装
や
反
射
ワ
ッ
ペ
ン
を
身
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
運
転
者
も
歩
行

者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

市
役
所
環
境
課
交
通
安
全
係
で
は
、

反
射
ワ
ッ
ペ
ン
を
実
費
で
販
布
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
、
同
係
（
奮
七

－
三
一
一
一
番
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が

二
千
二
百
円
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
昭
和
五

十
二
年
四
月
か
ら
一
ヵ
月
に
つ
き
二

千
二
百
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
年
々
改
善
さ
れ
て

お
り
、
こ
と
に
昨
年
十
月
か
ら
老
齢

年
金
を
初
め
と
し
て
、
各
種
年
金
の

額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
加
入
者
の
負
担
が
急

に
増
え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
今

後
も
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
制
度
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
、
保
険
料
の
納
付

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

昭
和
5
2
年
度
市
奨
学

生
を
募
集

　
昭
和
五
十
二
年
度
市
奨
学
金
貸
与

希
望
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
三
月
十
五
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
へ
必
要
書
類
（
別

記
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
…
昭
和
五
十
二
年
度
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、

大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

も
の
で
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　
■
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟
で
あ
る
こ
と
■
学
業
成
績

が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
も
の
■
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困

難
な
も
の
■
心
身
共
に
健
全
な
者
で

あ
る
こ
と
。

　
奨
学
金
の
額
（
月
額
）
…
高
校
、
高

専
（
三
千
円
）
短
大
、
大
学
（
六
千
円
）

　
貸
与
期
間
…
昭
和
五
十
二
年
四
月

か
ら
、
そ
の
者
の
在
学
す
る
学
校
の

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
。

　
採
用
予
定
者
数
…
高
校
、
高
専
は

十
名
。
短
大
、
大
学
は
五
名
。

　
出
願
書
類
－
．
奨
学
金
貸
与
願
書
、

在
学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明

書
添
付
）
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

本
、
医
師
の
身
体
検
査
書
、
前
年
度

所
得
証
明
書
。

　
そ
の
他
…
三
月
下
旬
決
定
の
予
定

な
お
、
決
定
次
第
各
人
あ
て
通
知
し

ま
す
。

　
貸
与
額
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
諮

問
に
対
し
「
昭
和
五
十
一
年
度
以
降

に
第
一
年
次
入
学
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
高
校
、
高
専
（
五
千
円
）
短
大
、

大
学
（
一
万
一
千
円
）
と
す
べ
き
」

と
の
答
申
が
出
さ
れ
、
三
月
議
会
に

条
例
改
正
案
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
に

　
ち
な
み
生
活
パ
タ
ー
ン

等
の
見
直
し
を

　
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
六
日
に
開

催
さ
れ
た
、
第
六
回
資
源
と
エ
ネ
ル

ギ
；
を
大
切
に
す
る
運
動
本
部
会
合

で
、
毎
年
二
月
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
月
間
」
と
定
め
、
国
民
に
産
業

活
動
や
生
活
パ
タ
ー
ン
等
の
見
直
し

を
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
方
か
ら
、
本
月
間
を
契

機
と
し
て
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ

i
意
識
の
浸
透
と
各
種
節
約
措
置
の

一
層
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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農
業
者
年
金
の
制
度
が
で
き
て
六
年
、
こ
の
間
に
全
国
で
百
二
十
六

万
人
も
の
人
が
加
入
し
ま
し
た
．
さ
ら
に
昭
和
五
十
一
年
一
月
か
ら
は
、

い
よ
い
よ
経
営
移
譲
年
金
の
支
給
が
始
ま
り
ま
し
た
．
こ
う
し
た
中
で
、

こ
の
ほ
ど
法
律
改
正
が
あ
り
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
か
ら
は
大
幅
に
制

度
が
改
善
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
・
四
八
倍
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
年
金
額

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
法
律
改
正
て

二
・
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
経
営

移
譲
年
金
と
農
業
者
老
齢
年
金
の
額

が
、
今
回
さ
タ
、
に
一
・
四
八
倍
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
・
経
営
移
譲
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
等
が
二
十

年
以
上
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
、
自
分
の
農
業
経
営
を

後
継
ぎ
や
他
の
農
家
等
に
譲
れ
ば
そ

の
と
き
か
ら
（
六
十
歳
前
に
譲
っ
た

と
き
は
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
）

も
ら
え
る
こ
と
と
な
る
年
金
で
す
。

　
・
農
業
者
老
齢
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
等
が
二
十

年
以
上
あ
る
人
が
、
経
営
移
譲
す
る

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
六
十
五
歳

か
ら
も
ら
え
る
年
金
で
す
。
な
お
、

こ
の
二
十
年
以
上
と
い
う
期
間
に
つ

い
て
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
当
時
、

六
十
歳
に
な
る
ま
で
二
十
年
以
上
納

め
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
大
正
五

年
～
昭
和
九
年
生
ま
れ
の
人
に
つ
い

て
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
五
～
十
九

年
に
期
間
短
縮
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
年
金
の
計
算
式
（
年
額
）

　
経
営
移
譲
年
金
（
六
十
～
六
十
四

歳
）二
千
六
百
円
×
保
険
料
納
付
済
月
数

　
な
お
、
短
期
被
用
者
年
金
期
間
の

あ
る
人
の
場
合
は
多
少
異
な
り
ま
す
。

　
農
業
者
老
齢
年
金

六
百
五
十
円
x
保
険
料
納
付
済
月
数

経営移譲年金　31，200円

老齢年金39，000円

国民年金306，000円

例1

5年納付の例65畿

経営移譲年金　87，360円

老齢年金218，400円

国民年金660，000円

　　経営移譲年金

　312，000円

60歳

例2

標準的な加入期間の例
（28年間納付）

65襯

　　経営移譲年金

　873，600円

60歳

改
正
後
の
年
金
額

　
年
金
額
の
代
表
的
な
例
は
、
右
の

と
お
り
で
す
。
年
金
額
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の

で
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
業
委
員
会

に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改正後の保険料

保
険
料
の
改
定
－
段
階
的
に

　
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
伴
っ
て
、

年
金
の
も
と
と
な
る
保
険
料
も
引
き

上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
挙
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
農
家

に
と
っ
て
大
幅
な
負
担
増
と
な
り
ま

す
の
で
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
、
昭

和
五
十
二
年
一
月
～
十
二
月
の
保
険

料
は
、
年
金
の
引
き
上
げ
率
と
同
率

（
一
・
四
八
倍
）
の
引
き
上
げ
と
し
、

以
後
二
年
に
わ
た
り
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
定
の
後
継
者
に
つ
い
て

は
、
別
表
の
よ
う
な
軽
減
措
置
が
と

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現行保険料

1カ月1，650円

保　　険　　料　月額（単位円）

52年

1月～12月

53年

1月～12月

54年

1月以降

改
正
後

一般保険者分 2，450 2，870 3，290

特定後継者分 1，750 2，050 2，350

後
継
者
へ
の
移
譲
要
件

の
改
正

　
後
継
ぎ
に
対
す
る
経
営
移
譲
の
場

合
、
自
作
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
所
有
権
を
移
転
（
譲
渡
）
し
な
け

れ
ば
年
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
一
人
の
後
継
ぎ
に

に
限
っ
て
、
全
部
の
所
有
権
を
一
挙

に
移
す
こ
と
が
、
実
際
上
か
な
り
困

難
な
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
適
期
に
経
営
移
譲
を
す
す
め
る

た
め
、
い
ま
ま
で
の
所
有
権
移
転
の

方
式
に
加
え
、
後
継
者
に
対
し
て
使

用
収
益
権
を
設
定
（
経
営
主
が
子
や

孫
に
自
作
地
を
貸
す
こ
と
）
を
し
て

も
、
年
金
が
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ぞ
の
麟
の
鞭
蓬
、

　
離
農
給
付
金
の
引
き
上
げ

　
離
農
給
付
金
の
額
も
年
金
の
額
と

同
じ
、
一
・
四
八
倍
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
高
齢
の
た
め
農
業
者
年
金
に
加

入
で
き
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、

七
十
七
万
円
か
ら
百
十
四
万
円
に
、

そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
は
三
十
三
万

円
か
ら
四
十
九
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員

会
曾
七
ー
三
二
一
番
へ
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
地
を
宅
地
や
工
場
敷
地
な
ど
農

地
以
外
に
転
用
す
る
と
き
は
、
県
知

事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で
転
用
す

る
と
農
地
法
違
反
と
し
て
処
分
を
受

け
ま
す
の
で
、
事
前
に
許
可
を
受
け

て
か
ら
着
工
す
る
こ
と
を
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。
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ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
冬
の
道

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、

凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
や
飲

酒
運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
重
大
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
雪
道
の
運
転
に
は
、
い
く
つ
か
の

障
害
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
つ
ぎ

の
こ
と
に
十
分
留
意
し
、
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
除
雪
し

た
道
路
は
、
通
路
が
狭
ま
く
な
っ
て

お
り
、
車
の
交
差
等
が
交
通
渋
滞
の

原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
カ
i
等
の
運
転
は
、
な
る
べ

く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
重
点
項
目

　
□
飲
酒
運
転
の
防
止
ロ
ス
リ
ッ
プ

事
故
の
防
止
□
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
□
踏
切
事
故
防
止
□
豪
雪
に
対
す

る
安
全
運
転
の
励
行
。

　
雪
道
を
運
転
す
る
車
は
す
べ
り

　
止
め
の
着
用
を

　
積
雪
や
凍
結
の
た
め
、
す
べ
る
お

そ
れ
の
あ
る
道
路
で
車
を
運
転
す
る

と
き
は
、
必
ら
ず
す
べ
り
止
め
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。
路
面
状
態
が
悪

い
と
き
は
、
安
全
の
た
め
、
自
動
二

輪
や
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
を

　
昨
年
、
県
下
で
二
百
七
十
二
件
の

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

ひ
…
～
3
～
●
●
～
●
o
…
の
～
■
■
～
3
～
9
●
～
●
9
…
9
～
3
亀

市
長
賞
に
輝
く
「
羅
生
門
」
（
川
原
町
晒
青
会
）

楽しかった雪まつり
　第28回雪まつりは、天候に恵まれた2月

12、13日の両日、盛大に行われました。

　今年は、最近にない豪雪という悪条件の

中でしたが、昨年を上まわる雪の芸術作品

が製作されるなど、文字どおり市民ぐるみ

の雪まつりとして、2日間延べ33万の人出

でにぎわいました。

の
う
ち
．
六
十
七
件
が
夜
間
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
夜
間
は
、
昼
間
に
く

ら
べ
、
車
か
ら
入
や
障
害
物
が
よ
く

み
え
な
い
た
め
事
故
が
多
発
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
夜
間
の
歩
行
者

は
、
黒
い
服
装
を
避
け
、
明
る
い
服

装
や
反
射
ワ
ッ
ペ
ン
を
身
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
運
転
者
も
歩
行

者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

市
役
所
環
境
課
交
通
安
全
係
で
は
、

反
射
ワ
ッ
ペ
ン
を
実
費
で
販
布
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
、
同
係
（
奮
七

－
三
一
一
一
番
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が

二
千
二
百
円
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
昭
和
五

十
二
年
四
月
か
ら
一
ヵ
月
に
つ
き
二

千
二
百
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
年
々
改
善
さ
れ
て

お
り
、
こ
と
に
昨
年
十
月
か
ら
老
齢

年
金
を
初
め
と
し
て
、
各
種
年
金
の

額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
加
入
者
の
負
担
が
急

に
増
え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
今

後
も
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
制
度
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
、
保
険
料
の
納
付

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

昭
和
5
2
年
度
市
奨
学

生
を
募
集

　
昭
和
五
十
二
年
度
市
奨
学
金
貸
与

希
望
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
三
月
十
五
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
へ
必
要
書
類
（
別

記
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
…
昭
和
五
十
二
年
度
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、

大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

も
の
で
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　
■
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟
で
あ
る
こ
と
■
学
業
成
績

が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
も
の
■
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困

難
な
も
の
■
心
身
共
に
健
全
な
者
で

あ
る
こ
と
。

　
奨
学
金
の
額
（
月
額
）
…
高
校
、
高

専
（
三
千
円
）
短
大
、
大
学
（
六
千
円
）

　
貸
与
期
間
…
昭
和
五
十
二
年
四
月

か
ら
、
そ
の
者
の
在
学
す
る
学
校
の

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
。

　
採
用
予
定
者
数
…
高
校
、
高
専
は

十
名
。
短
大
、
大
学
は
五
名
。

　
出
願
書
類
－
．
奨
学
金
貸
与
願
書
、

在
学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明

書
添
付
）
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

本
、
医
師
の
身
体
検
査
書
、
前
年
度

所
得
証
明
書
。

　
そ
の
他
…
三
月
下
旬
決
定
の
予
定

な
お
、
決
定
次
第
各
人
あ
て
通
知
し

ま
す
。

　
貸
与
額
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
諮

問
に
対
し
「
昭
和
五
十
一
年
度
以
降

に
第
一
年
次
入
学
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
高
校
、
高
専
（
五
千
円
）
短
大
、

大
学
（
一
万
一
千
円
）
と
す
べ
き
」

と
の
答
申
が
出
さ
れ
、
三
月
議
会
に

条
例
改
正
案
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
に

　
ち
な
み
生
活
パ
タ
ー
ン

等
の
見
直
し
を

　
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
六
日
に
開

催
さ
れ
た
、
第
六
回
資
源
と
エ
ネ
ル

ギ
；
を
大
切
に
す
る
運
動
本
部
会
合

で
、
毎
年
二
月
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
月
間
」
と
定
め
、
国
民
に
産
業

活
動
や
生
活
パ
タ
ー
ン
等
の
見
直
し

を
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
方
か
ら
、
本
月
間
を
契

機
と
し
て
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ

i
意
識
の
浸
透
と
各
種
節
約
措
置
の

一
層
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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鰹ll臓鰹稟灘胃庫
　　ワ　　　　　　た先道足月一　験に　

市
道
の
除
雪
は
、
こ
れ
か
ら
行
う

春
の
雪
割
路
線
を
あ
わ
せ
る
と
二
百

七
十
七
・
五
三
♂
慧
と
な
り
ま
す
．
、

こ
の
ほ
か
、
山
間
地
域
で
除
雪
で
き

な
い
路
線
の
機
械
圧
雪
、
除
雪
機
械

除
雪
費
で
学
校
が

建
て
ら
れ
る

　
害
め
　
達
し
タ

嚢
轍

籔
漢
勤
若
雛

で
豪
室
ま
ち
は
に
が

命
市
策
み
待
心
で
ト

使
　
対
て
　
の
す
一

ト
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
昨
年
の
経

杁
が
生
か
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

市
役
所
で
は
、
降
雪
前
の
十
二
月

日
に
雪
害
対
策
室
を
設
置
し
、
一

月
六
日
に
豪
雪
災
害
対
策
本
部
を
発

疋
さ
せ
る
な
ど
市
民
生
活
の
安
全
と

旭
路
交
通
の
確
保
な
ど
雪
害
対
策
を

ん
手
先
手
と
や
っ
た
の
が
効
を
奏
し

κ
感
じ
だ
。

……30年ぷりとも戦後2番目ともし’われ

”た今冬の豪雪は、人間の知恵と機械の

1コンビが自然にいどんだ歴史的な匿罰い

……ε鑓誌獅す翻驚灘

ii誕語賓る温藷騒憲窯難巽

……を脅かし・あまつさえ尊い人命をも奪

一った。

iiこの苦しみの中から・教訓を学びと

……代籠轟が今日を築き、明目の雪

…i国改造への道つけは私達に課せられた

○

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

○
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大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症
検
診
を
実
施
し
ま
す

　
新
潟
県
衛
生
部
で
は
、
大
腿
四
頭
　
　
　
検
診
医
師

筋
等
拘
縮
症
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
　
　
　
田
島
教
授
ほ
か
（
新
大
医
学
部
整

の
で
、
ま
だ
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
　
　
形
外
科
教
室
）

な
い
者
で
、
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

三
月
＋
日
ま
で
に
市
役
所
保
健
課
窓
　
　
東
京
消
防
庁
吏
員
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
。
　
　
　
　
試
験
を
実
施

ロ
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
し

　
な
お
、
十
八
歳
以
上
の
方
及
び
交
　
　
　
東
京
消
防
庁
で
は
消
防
吏
員
の
臨

通
事
故
に
よ
る
骨
折
、
骨
随
炎
、
脳
　
　
時
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

性
麻
痺
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
な
ど
　
　
　
試
験
日
　
第
一
次
試
験
は
三
月
十

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
　
　
二
日
（
土
）

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
東
京
消
防
庁
人

　
受
診
希
望
者
は
母
子
健
康
手
帳
を
　
　
事
部
人
事
課
（
東
京
都
千
代
田
区
大

当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
手
町
一
丁
目
三
番
五
号
含
0
3
（
2

　
と
き
　
三
月
二
十
六
日
（
土
）
　
　
　
1
2
）
2
1
1
1
番
）
へ
お
問
い
あ

正
午
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
。
　
　
　
　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
新
潟
市
西
保
健
所

　
0
ー
旨
－
§
1
曇
ー
釜
i
釜
ー
爵
》
1
白
置
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
羅
鍬
議
覆
舘

濃
撫
艦
隔
』
鑑
翻
撒

壕
富
計
膿
鯖
謬
臨
題
傷
謹
刑

、
唖
懲
螺
撫
繍
瀦
湘

　
　
　
　
　
　
万
、
こ
し
。
と
睡
ノ
を
は
か
こ
リ
健
て
生
か
”

集
　
　
　
　
　
　
は
は
ち
て
す
こ
、
は
の
後
う
を
の
￥
く
常
、
「

　
　
　
　
　
　
ぜ
で
あ
で
ま
の
労
事
も
宅
で
着
活
に
な
日
て
’

　
　
　
　
　
　
か
勲
灘
ひ
篭
喰
る
蠕
水
謹
特
詳
繁

■過労、睡眠不足をさける。

■食事はバランスのとれた体のあたたま

　るセ）のをとるようにする。

■帰宅後は手洗いをしたり、うすい食塩

　水でうがいをしてください。

■肌着をこまめにとりかえる。

■生活のリズムをくずさないようにする。

　特に、健康は他人から与えられるもの

ではなくて、自分からつくりだすもので

す。日常生活のなかに体力づくりをとり

入れて、かぜの予防につとめましょう。

インフルエンサB型の症状は一

　せき、頭痛、腹痛、はきけ、下痢、発

熱があり、熱は38度～40度位になり、関

節の痛みなどもあります。

　冬は鼻、のど、気管の粘膜が冷たい乾燥

した空気に刺激されて炎症をおこし、細

菌やウィルスにおかされやすくなります。

‘ウ

　　歩け歩け

歩くことは、だ

れでも手軽にで

きる運動のひと

　つです。

　　みんなでか

　　らだをきた
イ｝えよう！

総丹『分懸欝救急、薩

6日（日）

13日（日）

20日（日）

21日（月）

27日（日）

山　ロ　医　院（袋町中）

　　魯2－2174番

池田医院（本田晒1）

　　曾2－2581番

富　田　医　院（神明町）

　　曾2－3269番

庭野医院（神明町）

　　曾2－2711番

中　条　病　院く北原）

　　魯7－3018番

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
　
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

離
乳
食

実
習
並
び
に

育
児
相
談

3
月
8
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時

下
条
出
張
所

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
も
の

下
条
地
区

身
体
測
定
後

離
乳
食
の
実
習
を
し

ま
す

3
月
9
日

　
（
水
）

午
前
9
時

　
～
1
0
時

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

3
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

3
月
1
5
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
7
月
1
日

～
5
1
年
9
月
3
0

日
ま
で
に
生
ま

れ
た
も
の

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

3
月
1
6
日

　
（
水
）

午
前
9
時

　
～
9
時
半

吉
田
出
張
所

生
後
1
2
ヵ
月

ま
で
の
も
の

吉
田
地
区

3
歳
児

検
　
　
診

3
月
n
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

48

年
9
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
地
　
区

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い

4
ヵ
月
児

検
　
　
　
診

育
児
学
級

3
月
2
5
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
n
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
地
　
区

育
児
学
級

内
科
検
診

身
体
測
定 l

q
℃
q
ー


